
本機の性能を

き、正しい使い



お買い上げいただきまして識にありがとうございました。

お買い上げいただきました製品はで厳重な品質管理のもと

に生産されておりますが，万一運搬中の事故などにともない，

ご不審な個所，または破損などのトラブルがありましたら，

お早目にお買い上げいただきました販売唐または保証書に記

載されているサービス窓口にお申しつけくださいますようお

願い申し上げます。

“お願い"

梱包材(ダンボール籍について)

本機を移動して運用するときやアマターサービスのご依頼時に，

本機を梱包しているダンボール箱(内外装)を使用しますと，大切

な機器を保護するのに便利です。ダンボール箱はぜひ保管されてお

くことをお奨めします。
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• 特長
1. 144MHz帯， 430MHz帯の両バンドにわたって， FM， SSB(USB， 

LSB)，CWの全のモードを十分に楽しめる，アマチュア無線用

オールモード・デュアルバンドトランシーパーです。

e8ビットマイクロコンビューター制御による高安定VFOと豊富

な付属機能

・当社伝統の技術につちかわれたFMとクリアなサウンドを誇る

SSB 

・VOX回路内蔵

・サイドトーン内蔵，セミブレークイン運用も楽しめる CW

-両バンドの送信ファイナルにパワーモジュールを採用

2. オールモード対応のデジタルディスプレイ機能を内蔵していま

す。

-ディジタルディスプレイには，グリーンの後光表示管採用

・100Hzまで直読可能の周波数. 7桁ディジタルディスプレイ

・モードを切替えた場合，キャリア位置が読みとれる周波数表示

・A.B2つのVFOを内蔵し，、たすきがけ運用。とよばれる高度

なオベレーションが楽しめます。

elOchメモリ一機能が付属されています。このメモリーはバンド

を含んでメモリーすることが可能です。なおch国，固の2chは

CALLチャンネルスイッチによって日乎ぴ出すことができます。

・一目で判別できる 2VFO(R， o表示)，メモリーチャンネル

番号(1-8表示)，コールチャンネル(cおよび c表示)のフ

ァンクション用表示ディスプレイ

eFM-CH使用の時は， 1kHzの桁以下の周波数をクリアするデ

イスプレイ機能。

3.操作機能を徹底的に追求しています。

・デジタルVFOのステップは， 20Hz(FM-CH20kHz)， F.STEP 

スイッチ ONて、200Hz(FM-CH10kHz) の 2スピード切替え方

式を採用。

eVFOツマミは回転トルク可変機構採用

・バンド切替スイッチは， UP用， DOWN用のプッシュ式のスイ

ッチにより， 144MHzから440MHzまで 1MHz毎に12バンド連続

可変

・送・受信ともに， RF回路の同調操作を省いたワイドバンド幅

設計

-人間工学を考慮、したパネルレイアウト

-操作状態を適確に判断するための各種表示機能 (OFFSET表

示， ON AIR表示， BUSY表示， F. LOCK表示， RIT表示，

F.STEP表示)

・送・受信の出力レベルを歪なく常に一定に保つ増幅型 AGC，

ALC回路内蔵

4.豊富な付属機能により，快適な運用を楽しむことができます。

.. 
・メモリーチャンネノレは， RAMへのメモリ一式ですから，常に

自由な周波数の記憶・消去可能(10チャンネノレ)

-メモリーのデータを保存するための，パックアップ用電池ホル

ダー内蔵

e 144MHz， 430MHzの選択メモリースキャン

eVFO，メモリーチャンネル， CALLチャンネル，共に使用でき

る RIT回E容イ寸

・周波数ロック回路の採用

・パルス性雑音除去に威力ある当社独自のノイズプランカー(NB)

回路内蔵

e8メーター， RFメーター， ALCメーター，センターメータ

ーを 1メーターで表示

eFM時は，近距離との交信に便利な送信パワーHI/LOW切替え

機能付

・AUX端子付
5.固定運用はもちろん，移動運用も完壁です。

eAC/DC両用の 2電源

・移動に便利な取手付

・騒音の中でも強い，低周波大出力 (2W/4Q)

・7.5佃の丸形スピーカー内蔵。また外部スピーカーも接続可能

です。
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2. ご使用の前に
2.1 付属品について 2.2 設置場所について

TS-780には，つぎの付属品があります。お確めくださ L、。

取扱説明書………………一……ー.1 

TS-780は直射日光をきけ，乾燥した風通しのよい場所をお選び

ください。またモービル運用時には放熱に十分注意したうえで設置

していただくようお願いします。保証書・・…・・・・・…・・一…・・…一… 1

ヒューズ(3A)…………………… 1 

脚(ねじ付)……ー…………一一一 2 2.3 マイクロホンについて
スピーカー・プラグ・・・・・・ ........ 1 

DINプラグ.......一.......一一........1 

AC電源コード(コネクタ付)…・ー1

TS-780用の7 イクロホンはMC-42S(ハンド形)又はMC-60/S8

(高級スタンド形)をご使用ください。

2.4 TU-78の組込む場合について

TU-78(レピーター用トーンユニット)を組込む場合は.TU-78の

作業手順に従ってください。尚SIMPスイッチP板上のコネックタ

ーのさし換えは必要ありません。

図 1

2.5 アンテナ，電源等の接続について

エレキーを使用する場合

430MHz 

144MHz 

アンテナ

インピーダンスが50Q系の

ものをご使用ください。本

機への接続にはM型同軸接

栓 (M型コネクター)が適合

Lます。
極性に注意してください。

電鍵(KEY)

詳細は10頁を参照

してく fごさい。 電鍵

CW運用の場合、電鍵に
フォーンプラグを取 η

付けて接続します。

砂川
1

接地

感電防止"TVIおよびBCI防止のため接地

効果の良い地面を選んで、アース線を接

続 Lてください。接続する線はなるべく

大い線を用い、最短距離に配線し、接地

電極(市販のアース棒や鋼板等)を地中深

〈埋めてください。このアース線が長く

なると、アース線に電波がのって Lまい、

不要鰻射の原因ともな円ますので注意が

必要です。

1000 Eヨ
C)Jf。目。
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電源の接続

各電;原コードに付属している 4P角型コ
ンセントにはストッ/，ーがついています

ので、セットに装着するときにはストッ

パーを指で押え付けながら、確実にセ y

卜のストッパー止めにはさみ付けます。

抜き取る場合は、同様に指でストッパー

を押え付け、ストッパー止めからはずし

て抜きと町ます。

電源

外部スピーカ一

本機には小型スピーカーが内蔵されてい

ますが、タ十部スピーカーをごイ吏周になる

場合には、付属のスピーカープラグをご

伎!用ください。タ十剖3スピーカーは、イン
ピーダンス4-80で、高1或およぴ1!!:1裁が低L

j威されている通信機用スピーカーのご使

用をおすすめします。なお、本機の外部

スピーカーには、 SP-71が最適です r 外

部スピーカープラグを差し込むと、内部

スピーカーは切れます。 PHONE端子は、
レベル調整用の抵抗が付加されています

ので、外部スピーカーの取門出 Lには不

i直です o

外部スピーカ-

SP-71 

スピーカープラグの接続

接続時には、AF出力を短絡Lないように
注意 Lてください。また、高周波のまわ

円込み防止のため、シールド線を使用し、

なるべく短〈配線 Lてください。

電源コードを取替えるニとによって、 AC電源 (ACI∞V)およびDC電
源(DCI3.8V)での運用ができます。(DC電源コードは別売)

電r原コードの取付け、交換時には必ず次のことを確認、チェックして

くTごさ L、。

1.電源スイッチをOFF、スタンパイスイッチをRECにします。
Z 電源コードをACソケ y 卜またはバッテリーよ η取 ηはず Lます。

(特にAC時に注意してください。)

以上の操作は、セットの破損防止、感電防4どのために重要ですので

必ず行なってください o



3. 各部の名称とその説明

3. 1 前面パネル

(注)番号の前に※印のついている項目は“5.運用方法"の項目で

詳細説明しであります。

① F. LOCKインジケーター

F. LOCKスイ、ソチを ONにしたE寺に点士丁します。

②BUSYインジケーター

FM， FM-CHモードの受信状態でスケルチが開いた時，点灯しま

す。他局が通話しているか，いないかの確認ができます。

③ ON AIRインジケーター

送信状態になると点灯します。

④ OFFSETインジケーター

レピーター運用する場合に TXOFFSETスイッチを または+

位置にすると点灯します。

⑤メーター

メータ一切替えスイッチ⑪にて， 4種類の表示を行う機能を持っ

ています。

eRF/Sl則…受信時には S (受信信号強度)メーターとして動作

し，その強度を FMでは 1-10，SSB・CWでは 1-9および

① F.LOCKインジケーター

② BUSYインジケーター

③ ON AIRインジケーター

④ OFF SETインジケーター

⑤メーター

⑥TXーOFFSET 
⑦ REV(REVERSE) 

⑧ TONE 
⑨ LOW POWERスイ yチ

⑬ NB(ノイズプランカー)スイ yチ

⑪メータ一切替スイ yチ

⑫ VOXスイッテ

⑬スタンパイスイッチ

⑬ POWER(パワー)スイッチ

⑬ MIC(マイク)コネクター

⑬ PHONE(ホーン)ジヤツク

⑫ MODE(モード)スイ yチ
⑬ CALL-CHスイッチ

⑬ TIGHTレバー

⑫ F.STEPインジケーター

@同調ツ 7 ミ

@FUNCTION(ファンクション)スイ yチ

@MEMORYセレクター

③ SSB MIC 
③ RITインジケーター

③ RITツマミ

@IF SHIFT(シフト)ツマミ

⑧ SQL(スケルチ)ツマミ

@SCAN-W 

⑮AF GAIN(オーデイオゲイン)ツマミ
@RF GAIN(RFゲイン)ツ 7 ミ

⑫ F.STEP(ステ yプ)スイッチ
③ RITスイッチ

4量SCANスイ yチ
③ HOLD 

⑧ M.Sスイッチ

@BAND(バンド)スイ yチ

⑮ M(メモリー書き込み)スイッチ

⑧ F.LOCK(ロ y ク)スイッチ

⑬ M.R(メモリー呼び出し)スインチ

9 + 20dB， 9 + 40dBの目盛によって表示します。送信時には送

信 (RF)出力信号の強度を示します。

eALC/CEN側FM受信時では， (MODEスイッチをFM，FM-CH 

にしたとき)センターメーターとして動作します。 VFOツ?ミ

を回して相手局の信号(メーターの振れ)をセンターメーター

の中央に合わせます。

(SSB， CWでは動作しません。)

他モードにおいては，送信のALC電圧を指示しますので，メ

ータ一指針がALCゾーンを越えないように， SSBP寺はMICゲ

インツ7 ミを CW時はCAR_L"I?ミを調整してお使いください。

⑥ TX-OFF SET 

レピーター運用をするとき， RX周波数に対し，規定の周波数だ

け， TX周波数をシフトします。このシフト幅を選択します。レピ

ーター運用をしない場合は， SIMP位置にしてTX，RXの周波数を

一致させてください。 430MHz予告でオフバンドする場合と 144MHz帯

ではシフトせずシンプレックス動作となります。

⑦REV( REVERSE) 

レピーター運用するときレピーターの入力信号がチェックできま
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RXの周波数が逆転しますのでREVスイッチを押しながら

元の周波数に戻ります。もうーーj支逆転し，送信すると，

す。 TX，

⑧TONE 

レピーターを聞くためのトーンエンコーター用スイソチです。オ

プションのTUー78を組み込むことにより動作します。

l②S丁目Y

キヲ

※⑨LOW POWERスイッチ

FMの送信tH力-l;Ir符えスイソチでLOW1ftIJに倒すと送信出力は，

lWとなります。

⑧アース(STBY)

この場合はMICでの周波数のUp.DOWNはできません。

⑩ PHONES (ホーン)ジャック

(FM 以外のモードでは動作しません。)

※⑩ N B (ノイズプランカー)スイッチ

SSB， CW運用時自動車のイグニッションノイズのようなパルス

ヘッドホン用の出力ジャックです。インピ ダンス 8-16Qのも
のをご使用ください。ヘッドホンには当社の通信機用ヘッドホン

併iノイズの多い時にお1>E~、くださ L 、。ノイズが消え f故弱な fzi号も↑丸

6Jより jgf，尺してく fごさい。5， 'HS-4 ， 
i直に受1dできます。

(FMモードの時は動作しません。)
ステレオ用のへソドホンもそのままご使用できます。なお，

⑪メータ一切替えスイッチ

⑫MODE (モード)スイッチ
表のようにRFメータ ， このスイ γチを切符えることにより，

eFM-CHモードで機械的にVFOは20kHz/10kHzステップとなり

ます。

SメーターALCメータ ， CEN (センター)メーターとして動作iし

ます。

eFM， LSB， USB， CWの各モ ドを切替え， 20Hz/200Hzステ
注)FM送信時ALC/CEN側に切替えますと RFメーターとして動

ップのVFO重品{乍です。

※⑩CALL-CHスイッチ
作はしますが振れ方は若干ズレを生じるニとがあります。

CALL固のスイッチを押すとメモリーチャンネル9CH，固を押すと

メモリーチャンネノレ10CHが最優先でH乎ぴ出されます。9CHは145.000.0，

メモリーチャンネル10CHは433.000.0に初期設定されていますが，

9，10を書き換えることで任意の周波数に設定することができます。

⑩TIGHTレバー

コメ二 FM SSB/CW 

RX TX RX TX 

RF/S S RF S RF 

ALC/CEN CEN 
RF 

S ALC 
注

メータ 重力w

VFOダイヤノレツ 7 ミの[lij転トルクを重くしてセットの振動等によ

る回転を押えます。

⑩ F. STEPインジケーター※⑬VOXスイッチ

運用VFOの周波数ステップをむ1)替えるために， F.STEPスイソチSSB運 l!l時のVOXォベレーション， CW 運用時のセミプレFM 

@を ONした時に点灯します。ークインオベレーションを行なうためのスイソチです。 MAN側では

@向調ツマミVOX1p'ljて6はVOXPTT運用またはスタンパイスイァチによる運用，

このツマミによって周波数をセソトします。

@FUNCTION (ファンクション)スイッチ

運I!lやセミブレークイン述Iljができます。

⑬スタンパイスイッチ

つぎの各動作が送・受信のコントロール切替え用スイッチです。

選択できます。通常はホA"または、、B"のf立置でお使いください。
上で送信に切脅わります。 SENDスイッチが下のときには受信，

は送信状態を示します。

eA-R: '妥:七;11与VFOA，三{三11年VFOBとして重力11'します。
マイクのPTTスイッチをす申すと送信また，

に切替えることができます。

: VFO Aとして重力{乍します。A • 
: VFO Bとして重M乍します。B • 

⑭POWER (パワー)スイッチ

卜へ倒すと OFFとなります。卜ーに1fljすと'必il京ON，
e B-R : ''1:1HII年VFOB，ささL11.'fVFOAとして重JJ11oします。

⑮ MIC(マイク)コネクタ~( 8ピン)
※⑮MEMORYセレクター

7 イクロホンの接続端子です。周波数アップダウン用の入力と，

1一回チャンネルまでのメモリーチャンネルをj:ili.J:尺するスイソチ
PTT入力回路がついています。なおMC-42S，MC-60/S8(共に別売)

メモリ チャンネルに7守き j2>む士易イTやMRスイッチONでメ

モリ チャンネルを11乎ぴ出す士易イヤこのスイッチでチャンネルをj笠tn

です。
はそのまま接続することができます。Up.DOWNSWのついていな

い7 イク(MC-50等)を接続する場合は図のようJこ接続してください。
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してくださし、。さらに回圃はCALL固，固と共通になっており，通

常は固に145.000.0MHz.固に433.000.0MHzが初期設定されていま

す。

⑮SSB MIC 

SSB 逆用時の7 イクアンプ手IJ得調室長ツマミです。 ALCメ ター

が ALCゾーンを越えないように調整してください。

⑮ RITインジケーター

RIT回路の ON-OFFを表示する発光ダイオードのインジケータ

ーです。 RITスイッチ⑮がONで点灯します。

⑮ RITツマミ

RIT回路がONの時に受信周波数のみを約::!:1.5kHz変えるツ 7 ミ

です。ツ7 ミの可変範囲中央ド0"の位置)がRIT-OFFに一致します。

※@IF SHIFτ(シフト)ツマミ

受信時.IFクリスタルフィノレターの帯域中心周波数を見かけ上約

土 1kHz移動することができます。近接周波数からの混信除去や受

信音質調整に効果を発揮します。通常は，センタークリソクの位置

でお{変いください。

※⑮SQL (スケルチ)ツマミ

スケノレチ調整用のツマミです。時計方向に回すとスケルチが動作

します。 FMまたは FM-CHモードで重M乍します。

※⑮SCAN-W 

SCAN幅を使用状態に応じて.0.5. 1. 3. 5. 10MHzの 5段

階にi塁f尺できます。

⑩ AF GAIN (オーディオゲイン)ツマミ

受信時の低周波出力レベルを調整するツマミです。時計方向へ回

すと音量は増加します。適当な音量でお使いください。

※⑪RF GAIN (RFゲイン)ツマミ

受信機の高周波明幅段の利得を調整するツ7 ミです。時計方向へ

回し切った位置が利得最大となり，反時計方向へ回し切った位置が

利得最小です。通常は時計方向へ回し切った位置でお使いください。

※⑫F. STEP (ステップ)スイッチ

VFOの時，周波数ステップをつぎのように切替えるスイッチです。

運用状態は F.STEPインジケーターの点灯で示します。

F.STEPスイッチ
モード

S SB.CW ・FM

FM-CH 

※⑮RITスイッチ

F.STEP 

OFFU寺

20Hz 

20kHz 

ONs寺

200Hz 

10kHz 

RIT (Receiver IncrementaI Tuning)回E各のON-OFFスイソチで

す。プッシュスイヴチです。押してON. もう一度押してOFFとな

ります。 RIT回路がONでは RITインジケーターが点灯します。

※@SCANスイッチ

VFO使用時スキャンを開始させるスイ今チです。各モードステッ

プにi追ってスキャンを1Tないます。 M.S(メモリースキャン)の干I}

スキャンやビージーストソプ時の次送りにも使用します。

⑮HOLD 

スキャン動作を解除するスイッチです。

※⑮M.Sスイッチ

メモリーチャンネノレに書き込まれている周波数をそれぞれ. 144 

MHz管/430MHz帯のいずれかを選択しスキャンさせるスイッチで

す。スキャン解除はHOLDスイソチまたは送信することによって可

能です。

※@BAND (バンド)スイッチ

144-145MHz. 430-439MHzの切替えスイッチで. UP. DOWN 

用のスイソチです。 UPのスイッチを押すと 1バンドずつ上り DOWN

のスイッチを押すと 1バンドずつ下ります。

(ノ〈ンド内は 1MHz ステップで~J替わります。)

※⑩M(メモリー書き込み)スイッチ

メモリーしたい周波数を各チャンネルに入力する場合に使用しま

す。このスイッチを押すと、ピゾというメモリ一書き込み音が発

生しメモリーされます。

⑮ F. LOCK (ロック)スイッチ

使用中のVFO周波数を電気的に固定するスイッチて ONします

と，同調ツマミとBANDスイッチ及ひ''7イクのUP/DOWNスイッチ

による VFO周波数の移動を防止します。長時間同じ周波数で運用す

る場合や，車載運用時にご使用ください。

なお.F.LOCKスイッチON時もRITスイソチなどは動作します。ス

イソーチONs寺は. F. LOCKインジケーターが点、土丁します。

※⑩M.R (メモリー呼び出し)スイッチ

このスイッチを ONにすると，メモリーチャンネルを日手び出すこ

とができます。周波数が書き込まれていないチャンネルは，チャン

ネノレ番号だけを表示します。
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の430MHzANT(アンテナ
コネクター

② 144MHz ANT(アンテナ
コネクター

③ヒートシンク

3.2 背面パネル

① 430MHz ANT (アンテナ)コネクター

430MHz帯用のアンテナ接続用端子です。

② 144MHz ANT (アンテナ)コネクター

144MHz帯用のアンテナ接続用端子です。

③ヒートシンク

ファイナル部トランジスタ放熱およぴ電源用のトランジスタのヒ

ートシンクです。

④ CW KEY (キー)ジャック

CW運用する場合は2Pプラグを使用して電鍵を接続してください。

⑤ SP (外部スピーカー)ジャック

外部スピーカ一端子です。インピーダンスは 4-8Qが使用でき

ます。外部スピーカーを使用するときは，付属のプラグを使用して

< tごきし、。

※⑥AUXコネクター

リニヤアンフ。等のコントロ ル，外部スタンパイを行う時に，使

用する端子で，付属の 7Pコネクター (DINコネクター)を使って

外部接続してください。

⑦電源コネクター (AC・DC共用)

付属のAC電源ケーブルAC100V用，または当社指定の DCケー

ブルDC13.8V用をお使いください。

⑧GND (アース)端子

ア ス線を接続する端子です。

⑨FUSE (ヒューズ)

TS-780には3Aのヒューズが入っています。切れた時は，原因を

十分確めてから付属のヒューズとお取り替えぐださい。

8 

3.3 セット内部

※①CAR. L (キャリアレベル)ツマミ

CW KEY(キー)ジャック

AUXコネクター

電源コネクター

(AC.DC共用)

GND(アース)端子

FUSE(ヒューズ)

① CAR. L(キャリアレベル)ツ 7 ミ

②FM.MICツマミ

⑦パックアップ用電池ケース

CW運用時のキャリアレベルを調整するツマミです。他のモード

では動作しません。 ALCゾーン内で御使用ください。

※②FM・MICツマミ

FM送信時のマイクゲイン調整用ツマミです。あらかじめ工場で

調整済です。

※③S・TONE(サイドトーン)ツマミ

CW運用時のモニター用のサイドトーン音量ツマミです。

※④VOX-G (VOX GAIN)ツマミ

VOXアンプの利得を調整するツ?ミです。 VOX動作が最適にな

るように調整してください。

※⑤DELA Y (DELA Y TIME)ツマミ

VOXの時定数を調整するためのものです。話しをする早さに応じ

て最も使いやすい位置に調整してください。

※⑥ANTI-V (ANTI VOX)ツマミ

VOX運用する場合スピーカ より出た音のため VOXが誤動作す

る場合があります。スピーカー音により VOXが動作しないように調

整します。



⑦パックアップ用電池ケース

メモリーチャンネル等のパックアップ用電源となります。必要な

方は電池を入れてパソクアップしてください。電池の寿命は約 1年

です。

②UP-DWNスイッチ

①PTTスイッ

MC-42S 

PTTスイッチ

③スタンパイロックスイツ

MC-60/S8 

3.4 マイクロホン(別売オプションMC-42S，

MC-60/S8) 

① PTTスイッチ

送信状態にするプレストークスイッチです。

②UP-DWNスイッチ

デジタルVFOの周波数をUP-DWNさせるスイッチです。
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4.ニマ吏用にあたって

4.1 アンテナについて

トランシーパーの性能は，使用するアンテナの性能により，大き

く左右されます。 TS-780の性能を十分に発揮させるためには，良

いアンテナを良い条件て¥正しく調整された状態で使用することが

大切です。

144MHzと430MHzの共用について

TS-780は144MHzと430MHz送信出力が独立してアンテナへ供給

する形になっております。アンテナは調整 (7'~チング)の簡便き，

アンテナによる損失を防ぐ意味で， 144MHzと430MHzは別々に用意

され，個々に最適状態で運用されることが良好です。しかし運用さ

れる条件(場所，設置等)で市販の共用アンテナをご使用になる場

合は，十分にアンテナの取扱方法を理解し，運用してください。つ

ぎに共用アンテナの接続例を示しますので参考にしてください。

(注1)共用アンテナに共用器が内蔵してある場合は別に共用器は不

用です。

(注2)共用器はアンテナ切替器(430MHzまで使用できるもの)でも

使用できます。

(注3)決して共用器なしで接続しないでください。

144MHzケープル
共用器(デパイディ

ングフィルター)
430MHzケープル

図2 共用アンテナの接続例

アンテナの種類

アンテナは，使用する目的により，固定局用，モービル用として

選択してください。固定局用には，八木アンテナ(指向性アンテナ図

6B，①，③)，グランドプレ ン(無指向性アンテナ)とがあります。

固定局用のアンテナについては次の三つの条件を考慮して，設置

してく丈ゴさい。

アンテナの選び方(良いアンテナ)

アンテナは，使用目的，予算，物理的条件等を考慮して選んでく

だきし、。

遠距離通信 (DX)や特定方向の相手局との交信には，八木アンテ

ナ等のビームアンテナが適し，ローカノレ局のように近距離の交信に
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は，グランドプレーン等の無指向性アンテナが適します。八木アン

テナの場合は，図 3Bのように，スタックアンテナを使用しますと，

より指向性が鋭くなり，利得が向上します。(図 3参照)

正しい調整(SWR)

アンテナを接続するには，次頁で説明する同軸ケーブルを使用し

ます。 TS-780のアンテナインピーダンスは， 500ですから，同軸

ケーブルも500系のものを使用します。また使用するアンテナも，

同軸ケープノレに合わせて， 500に調整して使用する必要があります。

このようにインピーダンスを合わせることを'7'ッチンクゃをとると

いいます。

通常，同軸ケでプノレの途中に， SWRメーターを挿入して， SWR 

の値を監視します。このSWR(正確には， VSWR Voltage Standing 

Wave Ratio)値は，マッチングの良否を知るためのもので，理想的

な{直は“ 1"となります。

SWRメーターの挿入位置としては，アンテナの給電部が良いので

すが，物理的に無理な場合もあり， トランシーパーの直後に挿入し

ます。ただし， SWRメーターの指示は，その挿入位置により，変化

します。これは， VHF帯にもなりますと同軸ケープルが10m以上の

場合，損失が無視できなくなるからです。これらのことに注意して，

アンテナ系のSWRを極力1.5以下におさえることが，よい性能を発

揮させるコツとなります。

グランドプレーンアンテナ(無指向性アンテナ)

八木アンテナ

A局の指向性

信している状態です。それぞれ混信を受けることは

ありませんが、⑤局が同じ周波数で送信しますと、

⑧、⑥局が受信する場合、 j毘信どな円ます。

良い条件(良いロケーション)

ァタテナは，できるだけ高〈設置した方が，電波も良く飛ぴます

し，遠くの局が入感します。図 4のように家が小高い丘の上にある

場合等には，ロケーションが良いといえます。また，このような場

合，同じ周波数を使う他の多くの局の電波も受信できますから昆

信も多く受けることになります。したがって，八木アンテナのスタ

ックを多くした，より鋭い指向性を持たせた，アンテナを使用した

方が良い効果が得られます。

同じアンテナを使用 Lても次のような場合、丘の上にあ

るA局の方が電波が良〈飛びますし、また良好に多くの

局を受信することができます。

A局

図4 アンテナ設置の良い条件

E局の指向性

八木アンテナ

G局の指向性

ビーム方向

多くの局が密集Lた地域で、同じ周波数を使用して

いる場合、混信を避けるため、ピームアンテナを使

用しますと、それぞれ混信からのがれることができ
ます。

アンテナの指向性(理想状態を示しています、実際は、

周囲の建物等の影響を受け、パターンはもっと複雑にな

ります。)

図3
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4.2 同軸ケーブルについて

同軸ケープルは， トランシーパーの送信出力をアンテナへ，また

受信信号をトランシーパーへ伝えるためのものです。特に， 144MHz，

帯以上にもなりますと，同軸ケープルの領失の影響が無視できなく

なります。固定局で使用する場合，同軸ケーブルの長きが長くなり

ますので， 1.員失の少ない(太い)同軸ケープルを最短距離で使用し

てください。

同事由ケーブルの長さが， 10m以上になる場合は， 8D-2V. 10D-2V 

等をご使用ください。

同軸ケーブルの見方(8D-2Vの場合)

8 外部導体の概略内径

ー特性インピーダンスの種類を表す。
D 

D......500 c...…75.G 

2 絶縁方式を示す。 2……ポリエチレン絶縁形

V'…一一重外部導体編組+塩化ビニール
V 
w.一…二重外部導体編組+塩化ビニーJレ

l
 
i
 
l
 
t
 

-l
 
l
 

T端子 rr

'吟圏

11 

ザ圏

アンテナ

ぞ竺雪

l A. M型コネクターの取り付け方
ト 25柵-1

::::::::::::::?~~~:~:~::::::::::::::::::::::::::::主::::::::::::::::::{:::::=:=i!::::::::::::::::::::?}4

外被をナイフ、カッタ一等で切り取る(編組線をきず

っけないようにすること) ト寸12-13mm
涜絞殺誌お訴訟宗主お待::;:;:示:::r~:}~::::::E覇軍塁謹

この部分にハンダをうすくのせる r
(コネクタ一部でハンダ付する時に、 ナイフ、カ yタ一等
ハンダがの円やすくな町ます IOmm で、絶縁体を切りとる。

一......'::-jニッパ一等で行うと、
p:::絞':::::::::::::::::::::::::::::::::::::?~:~:~:;:}~:~:~:~~~・V・~ 芯線をキズつける恐

ナイフ、カッタ一等で編組線を切WIJ~ /れがあります)
取る(ポリエチレン絶縁体をキズつ ノ〆

、 1mm / けないように.-:.;../ 
" 寸「ン/

::~:~m:~:~:~:~:~:~:~:~:~:~;~::::~:::択::示示p似5示示洪掠持E三汚※泌;:三玲:;主5主ω絞説桜f足泌必必波:::必必鋭然;:誌荻絞:;祭滋絞5友診鈴絞三主♂涼m綜吟:主注宍符吟慌E主注奇注誌1ミ三主主主主;主主..撚:;玄応:;:;:;:主三日えむ♂i三:::烈=汚於舟均=弓均巧ミ-誌迂生i生主=ø二一 -一芯
ノハ、ンダf付寸する、ハンダをよく流し込み、確実にとりつけること。
(熱しすぎて、絶縁体をとかさないようにしてください。)

カップリング

(先にケーブルを通しておいください。方向性がありますから

注意してください。)

この場合SWR=1.5でも、同軸ケーブルの損失のため、実際のアン

テナ給電部では見かけ上SWRが1.5よ円悪化Lます。

図5 アンテナ系の詞整

r QoEヨ

|φ正直:
で竺ヲ一一

18アンテナの設置例|

①八木アンテナをスタック ②グランドプレーン

(積み重ね)した例 アンテナ

E璽1
r一一ー一ーーーー一
SWR= 1.5以下で防水は、
完全にしてください。

③本格的なアンテナ

コントロールケーブル

図6
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5 • 運用方法
5. 1 運用にあたって

V，UHF帯では，つぎのようにJARL(日本アマチュア無線連盟)

の推奨バンド使用区分が決められていますので，ルールに従って運

用きれるよう希望します。

144.0 .020.日60
I 44MHz帯

.400 .450 .500 
+-・・圃司圃圃圃圃司

TS-780のように， 2バンドオールモード機の場合， 144MHz帯.

430MHz帯のいろいろなモードでの電波が発射可能なだけに，各パ

• ンドの使用電波慣習には，十分な注意を払し¥運用にあたっては無

用な混乱が生じぬよう，十分な配慮をお願いいたします。

.500 .600 .800 146.0 

同←衛星通信一同

全電波型式吋ー一(88B)-I
1.一一(CW)----.!

近距離小電力移動相互用周波数

(注1)144.000MHz-144.020MHzの周波数は，月面反射通信，流星散乱通信，オ ロラ反射通信などに使用する。
(;主2)144.100MHz-144.200MHzの周波数得は，主として遠距離通信に使用する。
(注3)144.500MHz-145.600MHzの周波数帯のFM電波の占有周波数帯幅は， 16kHz以下とする。
(;主的 FM系による RTTY，88TV及びFAXの運用は， 144.500MHz-145.000MHz及び全電波型式の周波数帯を使用する。

430MHz帯lF70 叫出::ヒ144認;zU
非常通信周波数(FM用)

(注1)431.900MHz-432.240MHzの周波数帯は，月面反射通信，流星散乱通信，オーロラ反射通信などに使用する。
(注2)431.000MHz-431.900MHz及び432.240MHz-434. 500MHzの各周波数帯のFM電波の占有周波数帯幅は， 16kHz
以下とする。

(注3) レピ-:$'用入出力周波数帯の入出力周波数は， 5JIJに定める。

(;主4)FM系によるRTTY，88TV及びFAXの運用は， 431.000MHz-431.300MHz及ひe全電波型式の周波数帯を使用する o

TS-780は， MODEスイッチを.J;IJり干宇えることにより，ミ大のモー

ドの送受信ができます。

CW 貫主主n…………モ ルス符号の送受信。 (A1) 

LSB (下側波帯)……LOWERSIDE BANDの送受信も使用で

きるようにLSBモードをイ寸力Hしであります。

(A3j) 

USB U.側波待)......UPPER SIDE BANDの送受fdt三使用し

ます。通常144MHz1i7， 430MHz'~:では，国

際的習慣により USBが使用されます。 (A3j)

FM 周波数変調)...FM電波の送受に使用します。 (F3) 

5.2 FMモードでの運用

受信のしかた

電源，アンテナなどの接続準備が終りましたら，図 7のように各

ツ?しスイソチを設定してください。次に，この設定を確認した

うえで，以下の順序に従って操作をします。

1. POWERスイソチを ONにします。

メーター，ディジタルディスプレイが点灯し，本機が動作開始

したことを方ミします。

ご注意

周波数は144.000MHzを示し， VFOはAを表示します。つぎに，

ご使用になります周波数帯になるよう BANDSWのDOWNかUP

を軽〈押して設定してください。
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UPもDOWNも 1回押すと 1バンドずつ移動しますが，約0.5秒

以上押し続けますと・自動的に約 0.5秒ステソプで移動します。

2. AF GAIN ツ7 ミを時計方向に回しますと，ノイズまたは信号

がスピーカーから聞こえてきます。適当な音量にセットします。

(無信号待の「ザー」としう雑音を消したし場合は SQL…
(使い方は別項参照13頁)を使用します。 J

3. VFOダイヤルツ 7 ミをゆっくり回して，目的の信号が最も明瞭

(Sメーターが安定して振れる点)に聞えるように合わせます。

4. メータ一切替えスイッチをALC/CENにし， VFOダイヤルツマ

ミを回して，相手局の信号(メーターの振れ)をセンターメータ

ーの中央に合わせますと，この点で相手局と送信，受信の周波数

が一致します。同調がとれましたらメータ一切替え:スイッチを

RF IS1p'I]にしておきます。

FMの場合， IFの帯域が広いのて¥周波数が多少ずれていて

も受信には支障ありませんが，送信する場合には相手局が固

定チャンネル運用の場合もありますので，なるべく相手周波

数に準セ'ロイン(センターメーターの中央に合わせる)する

ように， VFOダイヤルツマミを合わせてください。

なおFMモードでは，主としてチャンネル (20kHzセパレーショ

ン)での運用が行われておりますので， FM-CHモードでの使用

が便利です (P18参照)。

*セ、ロインとは，キIl手局の受信周波数に. 自局の送信悶波数をjE

確に介わせることをいいます。



受信のための予備セッティング
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RITスイッチの使い方

RITとは， Receiver Incremenial Tuningの略で，送信周波数を変

えずに，受信周波数のみを約士1.5kHz変化させることができますp

(注.二のとき，テ酔イジタルディスプレイの表示は変化しません。)

交信中の相手局周波数がずれてきた場合に， RITスイッチを ON

にし(RITインジケ ターが点灯します)， RITツマミで受信周波数

を相手局に一致させることができます。 RITを使用すると，送信周

波数をそのままにして，受信周波数を任意に変化させるわけですか

ら，送信と受信の周波数がずれることになります。したがって，

QSOが終った後は必ず RITスイッ吹をOFFにするようにしてくだ

さい。 VFO，メモリーCH，CALL-CH共にRITが動作します。

RF GAINツマミの使い方

受信機の高周波増幅段の利得を調整するツ 7 ミです。通常は時計

方向に回し切った位置で使用します。信号が非常に強い時に適当に

しぼって(反時計方向に回して)使用します。また，近くの周波数

に強力な他局の信号がある場合にも， RF GAIN ツ7 ミをしぼると

i昆変調の妨害を軽減することができます。

SQL(スケルチ)ツマミの使い方

FM無信号時の「ザー」という雑百二を消したし、場fにこのツ 7 ミ

を時計方向に，ゆっくリ回しスピーカーからの雑青が無くなる所

(通常臨界点)に設定してください。このようにSQL"/?ミを調整し

ますと，相手局の信号が入ってきた時だけ，音が聞えます。

また，モービル運用時などは，入力信号の強弱により SQL'y?ミ

を調整して，聞きやすい位置にセットしてください。

なお， RF GAIN ツ7 ミをしぽり過ぎますとスケルチ動作がしな

くなる場合もありますのでご注意ください。

送信のしかた

(注1) 送信運用を行う場合には，まず受信操作を完全に行い，発

射しようとする周波数でU他局が交信していないことを確認

してください。

(注 2) 使用する周波数帯に合わせてアンテナが完全に接続されて

いることを再度確認してください。アンテナが不完全です

と，十分なパワーが出ないばかりか， TVI， BCIの原因に

もなる恐れがあります。またアンテナを継かす2に不用意に

電波を出しますと故障の原因にもなりますので注意してく

fゴさ L、。

図8 送信のしかた
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図 7，8 に従って各ツ 7 ミの位置を設定してください。

送信準備が完了しましたら，つぎの手順で操作してくだきし、

1. MODEスイソチがFMの位置にあることを確認して，スタンパ

イスイッチを REC→ SEND にします。(スタンパイスイッチは

RECで，マイクの PTTスイソチを押した状態でも送信となりま

す。)この時RFメ ターが振れ. ON AIRインジケーターが点灯

することを確認し，スタンパイスイッチを SEND→RECに戻し

ます。

2.7イクゲインの調整を行ないます。

マイクゲインの調整は，セット内部の FMMICツマミを回し

て行ないます。ツマミの最適位置は，工場であらかじめ調整済で

す。良質な電波を発射するためには，マイクゲインはなるべく絞

って(反時計方向へ)お使いください。

図9
マイクゲインの調整

LOW POWERスイッチの使い方

FMの電波には，弱肉強食の性格があります。すなわち，同一周

波数に強し、電波と弱い電波が混在した場合には，強い電波が弱い電

波を完全に押え込み，弱u、電波は全く受信できなくなります。 した

がって，混信による妨害を受けにくいのですが，反面，強い電波の

局が出ていると，同一周波数で出ている弱し、 DX局などが受信でき

なくなる欠点もあります。

そこで，限られた FMの周波数帯をより，多くの局で使用するため

に，ロ カル局との交信(近距離の交信)の場合には，パワーを下

げると他局への妨害も少なくなり，また，電力消費も少なくなりま

す。

このスイ、ソチを上へ倒しますと，送信出力が定格出力からローパ

ワー(約 1W) に切り替えられます。

送信出力の状態は RFメータ-(こより表示されますが， RFメー

ターはアンテナの状態により振れ方が変わるため，出力電力を正確

に表示するニとはできません。しかし，通常使用状態における出力

電力の目安としては，定格出力時のRFメーターの振れを“ 8"と

すれば， LOW POWERスイッチを倒したときには“1-2"位にな

ります。

注)LOW POWERスイッチは， FMモードの時のみ動作します。

SSB， CWモードの時は， LOW POWERスイッチの位置は関係

ありません。
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FMのデピェーションについて

TS L80で. FM送・受信の周波数偏移(デビエーション)は， 144

MHz帯. 430MHz帯ともにNARROW(::!::5kHz)，を基本に設計きれ

ています。

5.3 SSBモードでの運用

受信のしかた

SSBモードには. USBとLSBとがあります。運用上の慣習から，

USBが使用されています。基本的操作については. USBとLSBと

では差はありません。

SSBでの周波数合わせは，一般的にただちにゼロインできるよう

になるまでには，多少の慣れを必要とします。

電源，アンテナなどの接続準備が終りましたら“FMモードでの

運用"と同様に各ツマミ，スイッチを設定します。(ただし， MODE 

スイッチは USB)

山
門
回
叩

崎町一回肺
一目
h

d

醐
白
川
町
。

町
田
同
町

1
/

白

1
C

図10 SSBモードでの運用のしかた

つぎに，この設定を確認したうえで¥以下の順序に従って操作し

ます。

1. POWERスイッチを ONにし.AF GAINツ?ミを適当な音量

にセットします。

2. VFO向調ツマミをゆっくり回し目的の SSB信号を受信し，最

初に受信周波数より数kHz低<(反時計方向に)VFOツマミをずら

します。すると録音テープを早送りした場合のような，高い音が

復調きれます。つぎに.VFOツマミをゆっくりと周波数の高い方

へ(時計方向に)戻していきますと，だんだん明瞭度があがり，

ゼロイン点で自然な音が復調されます。

ihイン点叩過ぎますと 急激に明瞭度が落ちま…)
ゼロイン点は比較的簡単に見つけることができます。

以上の操作でも復調できない場合には.LSB電波の可能性があり

ますので. MODEスイソチを LSBに切替えてくださし、。 LSBの場

合の操作(ゼロインのとり方)は上記と逆になります。

送信のしかた

1 .モードスイ、ソチをUSB.メータ一切替えスイッチをALC/CEN



側にします。その他のツマミのセッテイングは，前記のFMモー

ドの項と同じです。

2. ?イクゲインの調整を行ないます。?イクゲインの調整は，ス

タンノ〈イスイッチを SENDあるいは，マイクのPTTスイッチを

押し送信状態で行ないます。

つぎに?イクに音声を入れ， ALCメ ターの振れがメーター

のALCゾーンを越えないように，パネル面SSB，MICゲインツ

?ミを調整してください。

この調整が終りましたらメ タ 切替えスイッチを RF1QJjにし

ておきます。

注)発熱等によりALCメーターの振れカ匂変化する場合は，時々振れ

を看視して再度，ゾーン内に設定してください。

SSB電波と FM電波の判別法

1. 5メーターによる半IJilJ

Sメーターが安定して振れる点(ほぽ静止する)があればFM，

SSBでのSメーターの振れに安定点はありません。

2. MODEスイッチによる判別

MODEスイッチをFMに切替えて，明瞭な音声が聞こえてくれば

FMであり， SSBの場合には復調できません。

3.ビート音による判別

音声が入っている聞は，その音だけで判別するのは困難ですが，

音声がとぎれた時， FMの場合には，ビート音が残り， S S Bの

場合にはビート音がなくなります。

RITスイッチの使い方

詳しい説明は“FMモードでの運用"を参照してください。 SSB

モードにおいても同様に，ゼロインした後で相手局の周波数がずれ

てきた場合など，RITスイッチをONにして，RITツマミで調整します。

聞Tを使用すると，送信周波数と受信周波数がずれることになり

ますので， QSOが終った後，新たに送信してコールする場合は，必

ず RITスイッチをOFFにしてください。

NB(ノイズプランカー)スイッチの使い方

自動車等から発生する，イグニッションノイズのようなパルス性

ノイズの多い時に使用します。ノイズが押えられ，微弱な信号が浮

き上り，快適に受信が楽しめます。

RF GAINツマミの使い方

詳しい説明は“FMモードでの運用"を参照してくだきし、。 SSB

モードにおいても同様に，受信信号が非常に強い時に適当にしぼっ

て(反時計方向に回して)使用します。こうすることにより，受信

信号以下のレベルの雑音は，減衰を受け，信号の切れ自のノイズが

減少し受信が楽になります。 SSBモ一円 cwモードの時に， RF 

GAINを反時計方向に回し過ぎますと， Sメーターの振れが，相手

局の信号強度に関係なく序々に上っていきますが，これは回路上の

特質で，故障ではありません。

TS-780のSSB，CWモードのRFGAIN回路は，スレッショルド

タイプです。したがって，図11のように時計方向に回し切った位置

での信号のSメーターの振れに対して，多少少なめになるようにRF

GAINツマミをしぽる(反時計方向に回す)のが，受信信号を開き

やすくするコツです。

受信信号によるメーターの

指針のピークの位置
AF 、RF
GAIN ーで!T"GAIN

' 

C:::JI留置法廷ま当li-8・
唾 10，... 

このレベル以

下の信号は減
衰されます。

RF G却Nツマミを反

時計方向に固Ltこ場

時計方向に回 L

きった位置

AF 官、 RF
GAIN" -:./ GAIN 

図11 'SSB， CWモードでのRFGAINツマミの使い方

IFシフトツマミの使い方

IF SHlFTとは，受信周波数を変えないで， IFフィルタ，ーの通過

帯域をシフトさせる回路です。このツマミを左右に回すことにより，

。方向へ回した時ー・ IFフィルターの通過特性

ja齢、 必訟、 公言、
'"咽・"IJ-(j) θ-{園田}ー(j) 8-(園田ト
⑧由ょう主illli悟号 ⑧田ような，

Eある喝合、@方向 がある場合、@方向

図12 IFシフトツマミ

図 12のようにIFの通過帝域がシフトします。

したがって，受信している周波数付近に混信信号がある場合等，

IF SHlFTツ7 ミをまわして， 1.昆f言からのカずれることができます。

このツマミは， SSB， CWの各モードで使用できます。

@方向に回しますと，受信周波数の低い方からの混信を除くことが
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できます。この結果音質的には，ローカ y ト(低い音が低減される)

の音になります。

θ方向に回しますと，受信周波数の高い方からの混信を除くこと

ができます。音質は，ハイカット(高い音が低減)の音になります。

5.4 CWモードでの運用

受信のしかた

電源，アンテナ，電鍵などの接続準備が終りましたら“FMモー

ドでの運用"と同様に各ツ 7 ミ，スイッチを設定します。(ただし，

MODEスイッチはCW)

次に，この設定を確認したうえで¥以下の順序に従って操作をし

ます。

1. POWERスイソチをONにし， AF GAIN'~'? ミを適当な音量に

セットします。

2. VFOツマミをゆっくり回して，目的の信号を受信し， CW電波

波のビート音が※800Hzになるように合わせますと， 自局の電波

を相手局の送信周波数にゼロインすることができます。

また，自局の送信する呼出し電波等に対して， 800Hzのビート

音で答えてくれば，相手局はゼロインしてきたことになります。

送信のしかた

送信の調整は，基本的にはFM， と同様に行います。また，同一

周波数であればFMで調整を行えば送信準備は完了します。各ツマ

しスイソチは“FMモードでの運用"に従って設定してください。

(ただし， MODEをCW，メ タ 切替えスイッチをALC/CENと

い背面パネルのKEYジャックに電鍵を接続します。)

1. MODEスイッチがCWの位置にあることを確認して，スタンパ

イスイソチを REC→ SENDにするとONAIRインジケータ が

点灯します。この状態で電鍵をダウンするとALCメーターが振れ，

この確認をしてから，スタンパイスイソチを SEND-→RECに戻

します。(電鍵を接続していない場合は，スタンパイスイッチを

REC→ SENDにすると，メ ターが振れます。)

2. CAR L.ツ 7 ミを調整します。

スタンパイスイッチを REC→SENDにして，電鍵をダウンし，

ALCメーターのt辰れカずALCゾ ン内になるようにCARLEVEL 

ツ7 ミを調整します。

その後で定鍵をあげ，スタンパイスイッチを SEND→RECに戻

し，メータ 切替えスイッチをRF/S側にします。

注)ALCメーターの振れかヲ変化する場合は.SSBの場合と同様再度，

設定してください。

3.サイドトーンを調整します。

TS-780には，サイドトーンが内蔵されていますので，送信時に
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自局のCW信号をモニターすることができます。また，サイドト

ーンの音量は，ケース上ぶたの， S.TONE ツマミを回して，適当

な音量になるように調整してください。

受信時(スタンパイスイッチがREC)でも電鍵をダウンすると，

サイドトーンモニターは働きますので，この調整は受信時に電鍵

をダウンしてf子います。

RITスイッチの使い方

詳しい説明は“FMモードでの運用"を参照してくだきい。 CW

モードの場合は，相手局が800Hzよりずれて応答してきたときや，

自分の好みのビート音でCW運用を行いたいときなどにRITを使用

します。

NBスイッチの使い方

“SSBモ ドでの運用"を参照してくださし、。

RF.GAINツマミの使い方

柿SSBモードでの運用"を参照してください。

IF SHIFTツマミの使い方

CWモードではIFシフトツマミとRITツマミを併用することによ

り受信ピッチを好みの周波数にすることができます。

セミブレークイン運用について

本機は，スタンパイスイソチの切替えによる CW運用のほかじ，

セミブレークインによる運用ができます。

セミブレークイン運用とは，サイドトーンを利用してVOXを動作

させ，電鍵を押したとき送信，電鍵を離したときに受信となるよう

送受切替の方法です。したがって， VOXスイッチをONし， MODE 

スイッチを CWにすれは、他モ ドでのVOX運用(詳細は5.5項参照)

と同様の方法で行なえます。

図13 セミブレークイン運用



5.5 YOX運用

VOXとは.音声によって送信.受信の切替えの動作を自動的に行

なうことで主にSSBモードで使用します。したがって TS-780では，

マイクを接続し， VOXスイッチをONすれば，スタンパイスイッチ

は“REC(受信)"の位置でも，マイクに向かつて発声すれば自動的

に送信に切替わります。また，マイクに音声が入らなければ受信状

態に戻ります。

また， MODEスイ yチを CWにすれは、，セミブレークイン運用が

できます。

各ツマミのセッテイング

(1)vox GAINツマミの調盤

スタン.1，イスイッチをRECtこしたまま， VOXスイッチをVOX側
(ON)にします。

VOX GAINツマミを時計方向に回していき，マイクに向って普通

に話す程度の音声を入れたとき，送信に切替わるような位置にセッ

トします。

さらにVOXGAINツ7 ミを時計方向に回していきますと感度が高

くなり，小レベノレの音声で送信に切替わります。さらに， このツマ

ミを時計方向にまわし，あまりゲインを上げ過ぎますと周囲の音で

誤動作しますから，注意してください。

VOX動作の確認は，スピーヵーからの音等(信号やノイズ)で判

断できます。音が出ていれば受信状態て¥送信に切替わっていれば

音がでなくなります。また，送信状態でONAIRインジケーターが

点灯し，受信状態に切替わると消えます。

(2) ANTI VOX GAINツマミの調整

このツ 7 ミは，ケース上面にあります(図 9参照)。

このツマミは，スピ カーの音でVOX回路が誤動作しないように

調整するものです。

VOX GAINツマミを(1)項のように調整した後， AF GAINツ7 ミ

でスピーカーからの音を適当な音量にしておきます。(この場合，適

当な局を受信している状態が良い)

マイクをスピーカーから20-30cm位まで近づけ，スピーカーの音

でVOXが動作しないように， ANTI-V(ANTI VOX)ツマミを調整し

ます。この場合，そのツマミを時計方向に回しすぎますと， ANTI-V 

回路が動作し，送信に移りにくくなりますので，注意してく.ださい。

(3) VOX DELA Yツマミの調聾

このツマミは， VOX回路が動作して，送信状態を保持する時間を

調整するツマミです。

通鴬の会話では，わずかながら声のとぎれる場合があります。し

たがって，この保持する時間が短か過ぎると，声がとぎれるたびに

受信状態に戻ってしまいます。また長過宮ると，話し終っても復帰

せず，交信が円滑に行なえなくなります。自然な運用をするために

は，このツ 7 ミを時計方向に回して，マイクに向って自分の通常の

スピードで話して送信が持続するように調整してくださし、

CW時に，このツマミを時計方向に回しすぎますと，電鍵をはなし

た時，受信状態に戻るのに時間がかかり，円滑なセミプレークイン

運用ができなくなります。

0.主)VOXスイッチをVOXにしたまま，電源スイッチを， OFFtこし，

再びONとすると，一瞬送信状態となります。 VOX運用が終りま

したら，必ずVOXスイッチをMANにしてください。

5.6 周波数の読み方

TS-780のデジタル表示ダイヤルは， どのモードでもキャリア位

置を表示しています。またMODEスイッチを切替えてもキャリア位

置は変化しない回路方式を採用していますので¥読取周波数がその

まま送受信の運用周波数になります。

なお， CW運用時は，送信周波数を表示しております。受信周波

数は800Hz低い周波数となりますが表示はきれません。

(注) TS-780のデジタル表示は，受信時の RITツマミによる周波

数の変化は表示しませんのでご注意ください。

5.7 BAND (UP-DOWN)スイッチの使い方

バンドスイッチは， VFO: A， B5JU々 に動作します(5-92VFO運

用参照)。バンドスイッチは軽いタッチのプッシュスイッチを使用し

ており，誤操作を防止するため切替え時にはピッと音が出ます。

BANDスイ、ソチは， 144， 145， 430， 431…439， 144MHzと連続し

て動作しますので， upあるいはDOWN用のスイッチで希望バンド

に合わせてください。

5.8 デジタルVFOについて

TS-780のVFOは， VFOツ7 ミの回転によって発生するパルスを

マイクロコンビュータで計数し PLLを制御して周波数を可変して

いますので，周波数の変化がステップ式になっています。

ステソプ幅は，普通のVFOと同様な感覚でCW，SSBの復調がで

きる20Hzステップと早送りやFMの同調に使いやすい200Hzステッ

プカ'"F.STEPスイッチによりi翠J尺できます。

デジタル VFOの可変範囲は，表1のようになっています。

バン ド I F. STEPスイソチOFFI F・STEPスイッチON

144MHzノ〈ンド I144.000.00-145.999.98 I 144.000.00-145.999.80 

430MHzバンド I430.000.00-439.999.98 I 430.000.00-439.999.80 

表 1

17 



だし令 10Hz台以下はテぶタノレ表!J、はしません。 144MHZ-;Wのパン

'cエァシ 144.000.0♀(145.999.98)でタイヤノしを1:r:'二(ず{に)[111すと

145.999.宮8044.000.00)になりエントレス長M'F'をします。 430MHz

;誌のノくンドエソ j でも[口j争後i二重き{乍告とします。 ただし， ハンドグ)L!決

;まモートや F.STEPの ON;OFFによって，それぞれ黙なります。

VFO、ソマミ iiトノレ 7"J雪量式を採 tねしています。 VFOツマミの ji1~IJ

にありま宇レパ をかIORMiこしますとフライホイール効果が大きく

持 j援の [ciJ 調 1~員約~lまもとより与え送ワ等iニNU月します。 また TIGHT1~IJ 

いしますとトルクカずかかりイジ々のtM!重投}でも VFOソマミは長方きにく

くなりますので，微調あるい辻本記L巡貯金子告に使1ねしてくださ L、。

(i主

ft主の機能もマイコン制御とをっており，必ず優先順位ーがあります。

それを畿にポします。

{養先)1譲位

よて: ?幾 ムν1m スイソチ・ツマミ

1※①l i送信周波数土5MHzンフ f TX OFFSET 土

田CALLON 

盟CALLON 

MR ON 

MSCl44， 430) ON 

FUNCTION 

F.STEP ON 

SCAN， HOLD ON 

F.LOCK ON 

2

3

4

5

S

7

8

吉

凶

9CH CALLチャンネノレ

10CH CALLチャンネ/レ

メモリ 日乎び，lHし

メ壬リースキャン

VFOl;JJ換

!笥波数ステソプIjiちil;JJ換

スキャン動作

!忍波数口、ソク動作i

VFO メインダイアノレ

11※①!バンドアソブー ダウン動作

12 周波数ステッブアッブ二ダウン動作

BAND UP/DOWN ON 

7 イクUP/DOWNON 

M ON 13※!メモリ jふみ

活実③ セソト内郊のすXオブセット凶践のザj換がONの場合430MHz

のハンド内だけ動ff'nL

※②  スキャンやはノ〈ンドアソブ， ダ、ヴン同時動作詩子。

※日 F.LOCKまたJまメインダイアノレ操作時には同時動作。
5.吉 宮備

TS~ 780では句 VFOi立A とBグ)2つめボ〆P ンヨ /'1J'あり‘それぞ

れマイコンによってi!iI!i卸きれて j人jli占えきれておりますの FUNCTIONス

イノ千で. VFO: A， VFO: Bき勺仁三:1，[ )，';J 波数と jさい)1;]波数を黙

なる)，';j波数でj'l':Jf J (たすきがけ}選)jJ)刀、できるVドO:A Rむよひ

Vド0:B R i二ν}+C}えりれま j しだかつて'2Lt幾と jゑ1，:作監をそれ

れ 2 ずつ tMれしごいるよフ♀ 411交の J生 111 を'♀~ 1 むこと刀、できま

1 ドUNCTIONスイノチ ν二上 1)句炎のように切符わりますη

;.、 VFO:A可 上きてほ哩 それぞれ JII~ なるノ、ン!としての í'l':IlJも

きますしげ列えばVFO:Aは144MHz、VFO:Bi土430MHzλ[，;J ハ

トj人jでVFO:A、おを j't'IIJ4ることもようま j ざん l古 Vド0:A， 

討をメモ ，j として hj<IIJで jうま j

i喜

日

8 

B 

A 

表2
{傍l)1 )利子!"jとのスケンユ Iしれ]波数をVド0:Biニメモリ←しと

jjいで，十1I子1，，}か[1]¥てくるまではVFO:Aで交1，;をする

(伊1)2) FM_~主)ìJ H 干のサ 7 チャンネル Hγどの H与など句使 III していら、い

むのVFOでサブチャンネノしを1'41すことも "T存在ですれ

このようにVFO:A， 1きのυIJf}えか γアンタソチでできまずのでhを

宇の良い運用力、栄しめます。

5.10 FM蜘 CHの佳い方

FM モードグ〉漆III は通 'l;~' チャンネノレでの運}討が多いために， TS 

780は FMモ トでチャンネル (FM~C討)淫 m ができる t主に己主計

き1Lて L、まーす。

MODEスイソチを FM. CHの{む;夜iこしま寸と VFOツマミは機械

的に 71) ソクが人ります。 操作ふは，カートランン パのチャンネル

~J 待と liiJ じ感覚で行之、 360
0

)11]転(エントレス)となっています。

チャンネルステッブロは F.STEPOFFで20kHzステソブ自のチャン

ネノレ搭1(0，20，40-・・kHz) とF.STEPONで 10kHzステソプのチ

ャンネル諜200，20， 30'・・kHz)カワ!litJ(できます。

※ 1 433.00 ※ 2 433.01 

433.02 433.02 

433.04 433.03 

433.06 433.04 

433.98 433.99 

告白のモードから FM- CH (二 MODEスイ ノチをザj干宇えたH与のデジ

タノし炎ノJ;liil波数(巡JlJI，';J波数といjじで nは，表 3のようになります。

(例) モートスイゾチを切符えたときの周波数表示

(CWあるいはSSBモードで， VFO: Aを145.317.7に1，';Jil:'

したとき。 1

数

約

一

7

w

v

一

件

町

出

。

一

日

↓

三

間

四

百

一

A

i

--比一
1

1

1

l

」

'

W

-

一

三

し

ょ

M

一

:

;

M

M

F

一

MODEスイゾチをFM CH 

からFM，CW、SSBへl;JJ終

えたIl与のわj波数 ※3 

A 145.307.7 

事 3

A 145.30 

表 3

(j主，1) ※ 1 F. STEP ON iJ与には司 10kHzfiは変化しませんので

FM-CHでは 145.31MHzになります。

※ 2 FM CHモー}にすると， 10kHzfiが，その周波数を

越え♀い偶数チャンネノレになり巡月Jf，'，'j波数J止令 145.30と

なりますに 1kHz、 100Hzfいま Oとなり炎ボは消灯します。



1

1

4

2

2

も

…。一ョ一一。一一明一一

&一機区一一。一…吉寸

…。示⑥一一町一口一一

のf立K"から FMあるいはMODEスイッチが FM- CH ※ 3 

回園園固

i' '-/33，U[;[i，O 

CW， SSBモードへ切替えた時は， 1kHz，100HzflはFM-

CHモードに切替えた時の周波数がH乎ぴもどきれます。

点灯していた桁は変化しません。
メモリーチヤ/ネルNO

1呼U出すチヤノネルに

合わせる

2 MRスイ yテONする

FM-CH時VFOツマミは原則的には 1クリックにつき

1ステッフ。ずつ変化しますがマイクロコンビューターの

※ 4 

過渡状態によって変化しない場合もあります。

図15 MEMORYの呼び出L

FM-CHモードで VFO:Bに切

替えると VFO:Bも設定周波数に対して同様な動作をし，特

に FM-CHから 55Bモード等へ戻った場合に10kHz台が変

VFO: Aて'すカち(注2)表 3は，

固には，チャンネノレ固困はCALLチャンネノレ用メモリーで，また，

145.000.0MHz，固には433.000.0MHzが初期設定されています。チクリヤご注意ください。なお，

固定チャンネルヘメモリーし

化するニとがありますので，

任意の周波数を書き込むことャンネル回図も他のチャンネノレ同様，ーしたくない周波数の場合は，

CALL回国も変化します。

(注1)CALL回固と MRスイッチ ONでチャンネル固図を日手ぴ出し

ができますが，て運用してください。

5. 11 

存モードにおいてディジタルVFOのステップを，つぎの通り切替

F.STEPスイッチの使い方
たものは同じものです。

(注2)書き込まれていないチャンネノレを呼び出した場合チャンネルえるスイソチです。 F.STEPスイッチを押すとON/OFFが反転し，

番号のみが表示されます。ONのとき F.STEPLEDか二点士丁します。

チャンネル回目を呼ぴ出した場合もチ(注3)MRスイッチ ONで，

C で表示きれます。ャンネル番号はc
FM-CH 

20kHz 20Hz 

SSB， CW， FM  

(注4)F .STEP ONでメモリーすると，日乎ぴ出した場合， F .STEP 

LEDは点、士丁します。

10kHz 200Hz ON 

SSB， CW， FMモードにおいては， F .STEPスイッチ OFFで使
(注5)周波数はバンドも含めて 10Hzの桁までメモリーされますが，

RITによる離調分はメモリーされません。
同調ツマミを早送りする場合に ONにします。 F.STEPスイ用し，

1 kHz-10Hzまではゼ「ロ

がメモリーされ，呼び出すと全桁表示します。

(注7)レピーター運用で， TX中にメモリーした場合など，レピータ

ーシフトをしている周波数をメモリーしても，

(注:6)FM-CHモードでメモリーすると，
ッチONで早送りしておおよその周波数に合わせ，微調整する時OFF

にするとスムーズな運用ができます。

SSB， CW， FMでF.STEPONにすると 100Hz台が偶数になり

10Hz台がOにクリアされます。 ONからOFFにしたときは変化しま
シフトしない

周波数がメモリーされます。
MEMORYの使い方

せん。

5.12 

使用頻度の高い周波数(クラブチャンネル等) SCAN (スキャン)スイッチの使い方5.13 このスイソチは，

をメモリー(記憶)させる場合に使用します。

b)か‘点j威し，

SCAN動作に入ったことを示します。

FM-CHモード

1. SQL VRにてスケルチ感度を調整し， BUSYストップする信号

ファンクション (A，SCANスイッチをONすると，
同調ツマミにより設定された周波数をMスイッチにより MEMORY

セレクターで選択されたチャンネル(1-10チャンネル)に書きこ

MRスイッチを ONにすることにより各チャンネルからH乎ぴ出

レベルをセヴトしてください。

すことができます。

SCANスイッチをONす2.現在のCHの信号の有無にかかわらず，

このCHると次のCHに手多ります。(スイッチを押したままだと，
4・

から動きません。)このCHに信号がないとき，信号のあるCHま

でSCANします。

ファンクションは点J球したままなので，3. BUSYストッフ。しでも，

SCAN動作中であることがわかります。

4. BUSYストップしたCHに信号が無くなっても，約1秒そのCHで

19 

SCANをWI井iします。待期しそれでもいりーが入らなければ，

一一一一一⑨

。:⑧iO
1616JGJ 
口口忠三白

図 書きニみ E二型

み，

.:C!メモリ Lfこい周;直数を向調ツ
マミ設定Lます t

2)何チャンネルにメモりーさせる
かをMEMORYセレクターで E量
定Lます。

①MRスイ yチを押しτそのチャ
ンネルが空いているか、又は入

っている場合は，南去してもよい

か確認Lて戻Lます

占Mスイ yテを押すと ピッ 音

が発生しメモリーが完了 Lます



FMモード

1. FM-CHモードと異なり， SCANスイッチを押し続けると，早

送りを行います。 BUSYストソプしたときSCANスイッチを押

し続け信号を受信帯域外まで早送りすると，スムーズにSCAN

を再開させることができます。

2.その他は， FM-CHモードと同じです。

その他のモード

1. BUSYストップは行わないので，サーチ動作となります。

HOLDスイソチを押すか送信すれば， SCANは解除されファン

クションの点滅は止まります。

SCAN Wスイッチの動作

SCAN Wスイッチは，スキャン悩を設定するものですが， SCAN

を始めた周波数によって幅が変化します。FM-CHモ ドで431.64 

MHzから SCANを始めた場合を例に説明します。

430 
SCAN 
.w 
スイッチ

0.5 

10 

430 

0.5 

431 431.5 432 433 434 436 440 

" 
F 

431.98 

bo 

r-・
433.98 

435.98 

439.98 

一一ー一一一一←一一一一一一

431.64 440 

431. 64でSCANを始め上限431.98に達すると下限431.50にジャ

ンプし上限431.98まで再びSCANし以後この0.5MI隔を繰り返

し， SCANします。

1 

431. 64から上限431.98に達すると下限431.00にジャンプし上限

431.98まで再びSCANし以後この1M耐を繰り返しSCANする。

3 

下限は431.64の100kHz以下を切り捨てた431.00で上限は下限に

3MHz力日えた434.00より 1ステップfs;い433.98で431.64から

SCANして上限に達すると下限にジャンプして上限，下限の3M

中IIIをSCANする。

5 

上限，下限は 3M中idのときと同様に計算しこの上限，下限 5M

申MをSCANする。

20 

4・

10 

上l浪439.98，下II.tH30.00の10Mq11.iをSCANする。

(注1)144MHz帯でSCANW 3， 5，10は，上限145.98，下限144.00

でSCANする。

(注2)SCAN W 3， 5， 10は， 144MHz帯と 430MHz帯をまたいで

SCANすることはありません。たとえば， 438.28でSCANW 

5のとき，

43日 431 
f 

mi--;--Jlこ二二:1
のように 5MqJ討をSCANします。

(注3)SCANqJjJの計算はSCANを始めたとき以外にも，

1. VFO A， Bを変えたとき

2. SCAN Wスイッチを動かしたとき

3. BANDスイッチをt甲したとき

にも新たにSCANqJ話を計算します。

(注4)BUSYストップ等でSCANスイッチを押しでも SCANJIJI.iは，

変化しません。新たにSCAN耐を設定するときは，一度SCAN

を解除してください。

(注5)SCAN中は， BANDスイソチが働きますが，押し続けても連

続的には動きません。またF・LOCKスイッチがONでも BA

NDスイッチはf動きます。

(注6)CALLやMR，MSスイッチをONにすると SCANは解除され

ます。

5.14 M.S (メモリースキャン)スイッチの使い方

144M.Sまたは430M.SスイッチをONにすると，ファンクション

(CH番号)が点滅しメモリーされているチャンネル(1-岨ch)の

みをSCANさせることができます。(ただし， VFOのSCAN同様スケ

ノレチ臨界点の設定を行ってください)

144M.SスイッチをONすれば144MHz命が書き込まれているメモ

リーチャンネルをi望んでSCANします。

430M.SスイソチをONすれば430MHz常が書き込まれているメモ

リーチャンネルをi芸んでSCANします。

両方ONの場合は，メモリーに書き込まれているCHを全て(I44MHz

帯， 430MHzを選んで，すなわち全て選ぶ)SCANします。 SCANを

HOLDするには， VFOのSCAN同様に行います。再びSCANさせる

にはSCANスイッチをONします。

(注:1)SCANスイッチをf甲したままだと， SCAN は行一いません。

(注2)両方M.SスイッチをONしていてSCANがHOLDしているとき，



一方をOFFにしても再ぴSCANを始めます。またCALL，MR 

スイッチをON/OFFしでも再びSCANを始めます。

(注3)書き込まれた全CHが144MHz帯で430M.SをONににするとフ

アンクションが激しく点滅し連続的にホビーかという警告音

が出ます。書き込まれた全CHが430MH帯で144M.SをONにし

たときも同様です。

(注4)書き込まれていないチャンネルは飛ぴ越してSCANします。

5.15 CALLチャンネル運用

CALL固図スイソチをONすると，メモリーチャンネル 9，10にメ

モリーされている周波数を最優先して呼び出すことができます。チ

ャンネ lレ9，10には， 145.000.0と433.000.0MHzが初期設定されて

いますが任意の周波数を新たに書き込むことができます。

CALLチャンネlレ表示は次のようになっています。

(例)

C 175.50品。または c ~/9 =:.l7 Li Li，O 

初期設定されたCALLチャンネルはFM専用の呼出し周波数です

からCALLチャンネルで運用される場合には，必ずMODEスイソチ

をFMまたはFM-CHのイ立置にしてください。

(注1)CALL固と固ではCALL図の方が優先されます。

u主2)CALLチャンネルは100Hzまで表示を行います。

5.16 メモリーチャンネル周波数のパックアップ

TS-780のメモリーチャンネル周波数は，マイクロコンビュータ

ー外部のRAM(Random Access Memory)へ，希望する周波数を自

由にメモリーできますが(5-12項運用参照)，電源スイッチをOFF

しますと，このデーター(周波数)を消去してしまいます。

このためAC.DC運用時ともに電源スイッチをOFFにしても，メ

モリーチャンネルのデーター(周波数)が消えないように保存(パ

ックアソプ)する回路を内蔵しています。

これは?イクロコンビューターの RAMの電源を，電源スイッチ

に関係なく常に供給しておくもので，上面カバー中に電池を入れて

おけば，メモリーチャンネルヘメモリーした周波数はいつまでも残

ります。パックアッフ。電流は10μA以下で電源の寿命は約1年です。

パックアップをしていない時は，一度電源スイッチを.OFFしま

すとVFOの周波数は. 144.000. OMHzとなります。 噌

5.17 外部DC電源による運用(モービル，移動時等)

TS-780は，外部DC電源 (DCI3.8V) による運用ができます。

外部DC電源(車のバッテリ一等)は13.8V::!::15%の範囲で.TS← 780は

正常に動作しますが， ボ載時に.TS-780のPOWERスイ・ソチをON

にしたままエンジンをかけると(数秒間続けてスターターをまわし

た時，または特にバッテリーの劣化のはげしい車，冬期間等)バッ

テリー電圧が下がります。このためPLL回路のロックがはずれ送受

信できなくなることがあります。これはセソトの故障ではありませ

ん。

このような場合は. POWERスイッチを一度 OFFしてから再度

ONにしてく fごさい。

操作方法

モービル，移動運用でも，固定局での運用と基本的には違いあり

ません。連載時の設置位置は，オベレーターの乗車位置により異な

ります。運転者がオベレートする場合には，車の構造，大ききに合

わせてアングル等を作り，セットを確実に保持するようにしてくだ

さい。また，簡単な運用方法として，助手席にセットを置くことも

考えられます。この場合，急ブレーキ等でセ y トが落下しないよう

に，シートベルト等でしっかり固定してください。

(注} モービル運用には，安全運転上， FM-CHあるいはメモリー

チャンネルによる運用をおすすめします。

モービル用アンテナについて

144MHz. 430MHz帯のモービル用アンテナとしては各種ありますO

K波長ホイップアンテナ，グランドプレーンアンテナ.%波長ホイ

ップアンテナ等がありますが. 144MHz. 430MHz帯用または共用ア

ンテナ等どのアンテナでも使用できます。

(3主)多〈のルーフサイド式のものは，事のボディーへアンテナの

基台を接地する必要があります。アンテナの取扱説明書にした

がって，しっかりと確実に取り付けてください。

DCケーブル

DC電源で運用される場合は図16のようなDCケープルを準備さ

れますようお願し、します。 DCケープルは当社通信機営業所，およ

ぴサービスセンターで取扱っております。なおDCケープルには

ヒューズが入っておりませんので TS-780用としては 7Aのヒュー

ズを入れてください。

図16 DCケーブル
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電源容量について

外部DC電源による運用では，最大出力時において約 5Aの電流

を消費します。モービル運用時において，この程度の消費電流なら

ば，通常自動車に塔載されている， 35A H位のバッテリーで十分ま

かなえます。しかし，負荷容量の増加になりますので，バッテリー

が過放電にならないよう，エンジンをかけた状態での運用をおすす

めします。

5.18 AUX端子について

この端子は付属のDINコネクタにより，接続されています。端子

番号により，つぎのような電圧が TS-780より取り出すことができ

ます。(図17)

7 '"何=y:::、 6 (;主)

1・‘ 11，¥
0311'" ‘'))10 

2. 3. 4. 5の端子

をショー卜又は外部よ

り電圧を加えますと故

障致しますので，十介
(背面パネ咽 辺。ィ
より見た図) 2 

注意して下さい。

図17AUX端子

端子番号 電圧名 用 途

1 NC  無配線

2 43C 430MHz待 DC.8V，負荷10mA

3 ELC  外部ALC入力端子です。

4 14C 144MHz時 DC.8V，負荷10mA

5 9T  送信時DC.9V，負荷10mA

6 NC  無配線

7 55  外部スタンパイ端子です。アースしますと送

信になります。

AUX端子は，リニヤアンプ，受信ブースタのコントロールあるい

は，外部スタンパイ等を行うときに使用します。ご使用の際は，特

に 2， 4， 5番ピンの負荷電流にご注意ください。各々の端子共に

10mA以上取り出しますと故障の原因になります。
‘' 
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5.19 通信衛星の運用

現在アマチュア無線通信衛星が軌道飛行中で運用できるものは，

アメリカの「オスカー 7号， 8号J(6号は電池の寿命がきているた

め，使用できません)それにソ連の rRADIO1，2 J があります。

この通信衛星を使用するレピータ一通信において， TS-780をつぎ

のようにf吏用できます。

オスカー 7号

Aモード 2m→10m レピーターのアップリンク用送信機

Bモード 70cm→ 2m  

あるいは のダウンリンク用受信機

オスカ -8号

Aモード 2m→ 10m レピーターのアップリンク用送信機

Jモード 2m→70cm If 

あるいは のダウンリンク用受信機

RADIO 1，2 

2m→10m レピーターのアソプリンク用送信機

として使用できます。

オスカー 7号 オスカ -8号
(単位)

Aモード Bモド※ Aモード
MHz (2m→) (70cm; m) (2 m→) 10m 10m 

アソフ。 145.85 432.125 145.85 

リンク

周波数 145.95 432.175 145.95 

ダウン 29.40 145.975 29.40 

リンク

周波数 29.50 145.925 29.50 

ビーコン
29.502 145.972 29.402 

周波数

※Bモード JモードではSSB信号は反転される

(LSBで受信すること)

この場合のリンク周波数を表に示します。

Jモ7ーOcmド)斑

145.9 

146.0 

435.1 

435.2 

435.097 

RADIO 

1，2 

(2 m→) 
10m 

145.88 

145.92 

29.360 

29.400 

29.400 

また 2m→ 10mレピーターにおける，参考.例として当社の T5-

830とのシステム毛示します。

なおTS-780のみで， FUNCIONスイッチA-BでVFO:Aを430

MHz帯(受信)， VFO: Bを145MHz帯(送信)にしてのオスカー

運用は，自局のアップリンク信号の返りであるダウンリンク信号が

モニター出来ないため困難です。

オスカ一衛星を使用した交信は，図18のような送，受信機を使用

して，自局のアップリンク信号の返りであるダウンリンク信号の強

度を受信機で同時にモニターできることが必要不可欠である外，衛



星の軌道追跡，ビーコン電波の利用方法，運用マナー，使用アンテ

ナの研究等，通常のアマチュア無線通信と多少の異なる面で各人の

知識と設備の工夫を必要とします。基礎知識さえあれば，誰にでも

アマチュア衛星を利用して， レピータ一通信が楽しめますので，種

々の運用ガイド，手引書等を参考の上，オンエアーされるようおす

すめします。

なお i無線局免許手続規則の一部を改正する省令」が昭和51年 1

月1白から施行になり，オスカ一衛星またはEME(月面反射)等

による交信は「アマチュア業務」ではなく「宇宙無線通信の業務」

となりました。

従って「通信事項の変更」申請の手続が必要となりましたので，

ご注意ください。

マイク
〈送信のみ〉

5.20 運用にあたってのご注意

電波を発射する前に JAIA 

ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波数があり運用

きれています。これらの無線局の至近距離で電波を発射するとアマ

チュア局が電波法令を満足していても，不測の電波障害が発生する

ことがあり，移動運用の際にはじゅうぶんご注意くださし、。

とくにつぎの場所での運用は原則として行なわず必要の場合は管

理者の承認を得るようにしましょう。

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車輔内.業務用無線局及び中

継局周辺等。

参考無線局運用規則 第 9章 アマチュア局の運用

(発射の制限等)

第258条

アマチュア局は自局の発射する電波が他の無線局の運用又

は放送の受信に支障を与え，若しくは与えるおそれがあると

、きは，すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなけ

れl;fならない。

以下略

5.1-5.19により TS-780の運用方法を説明いたしましたが，運用

にあたり次のことにご留意され，快適な運用をお楽しみください。

最近アマチュア局の運用，時に都会地の人家密集地帯等での運用

が，時としてテレビ，ラジオやステレオ等に対する電波障害を生じ，

社会的問題となる場合が見受けられます。もちろんア?チュア局恨Ij

に全ての責任がある訳ではなし機器メーカーといたしましでもス

プリアス等の不要事品射の発射を極力減らし，質の良い電波の発射が

できるよう念入りに調整，検伐を行って出荷しております。もし運

用中，上記の電波障害を生じた場合には，次の事項にご注意を願っ

て対処され，正しく楽しい運用をされるようお願いいたします。

アマチュア局は，自局の発射する電波がテレビ，ラジオやステレ

オ等の受信や再生に障害を与えたリ，障害を受けている旨の連絡を

受けた場合には，電波法令(運用規則 258条)に従って直ちに電波

の発射を中止し障害の程度，有無を確認してください。

障害が自局の電波によるものであると確認された場合には，次の

ような方法で，送信側の原因か受信側の原因かの見極めをつけてく

ださ L、。テレビ受信機，ステレオやラジオ受信機にアマチュア局の

電波が混入する原因としては次のものに大別できます。

①送信機からのスプリアス(特に高調波)等によるもの。

②送信機からの基本波によるもの。

①の場合には，テレビ受像機やFMチューナ一等では特定のチャ

ンネルや周波数で混信をおこしますから，混信するチャンネルや周

波数が送信周波数と高調波関係にあるかどうかをチェックします。

このような場合には，テレビ受像機やFMチューナー側で対策する

ことが困難ですので，アマチュア局の発射電波の高調波を更に減ら

すようにしなければなりません。(送信側での対策)

②の場合には，テレビ受像機の全チャンネルや高調波関係にない

チャンネル等に混信を起こします。この場合にはテレビ受像機やF

Mチューナ一等て・基本波を除去する対策をしないかぎり，アマチュ

ア局側で防止することは非常に難かしくなります。(受信領11での対策)

以上の他，例えば受信アンテナの接触不良で混変調を生じたり(受

信側の原因)，アースが不完全であったり(送信側の原因)，ステレ

オアンプ等の場合，スピーカーコードが長すぎて電波が混入したり

するケースもあり，原因も種々ありますが，送信側の原因か受信側

の原因かを見極めることが重要となりますの

原因の見極めをつけた状態で対策をとる訳ですが，原因が送信側

にあると考えられる場合，高調波除去のためLPF(低域フィルタ)

をご使用いただければ良いと思います。

また電源ラインへの高調波のリーケージはできるだけおきえてお

りますが，より効果を増すため.送信機の接地を完全にすることも

有効です。

以上の外，送信機が明らかな異状動作(例えば発振等)をしてい

る場合.寄生振動や高調波スプリアスの輯射が増え，送信機からの

障害も増えますので，このような場合には，お貿い上げいただきま

した販売広または最寄りの当社通信機サービス窓口に，修浬，調整

を申しつけられますようお願いいたします。

受信側での原因による障害は.その対策は単に技術的な問題に止

まらず，近所での交際上も仲々難かしい場合が見受けられます。 j昆
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信障害の原因が慕本波による場合，受信アンテナをはずして障害の

無くなる場合には，受信側アンテナ端子にHPF(高域フィルター)

を取付ける事によっても防止できる場合もあります。

日本における UHFテレビ放送のチャンネル

JARL (日本ア 7 チュア無線連盟)では，アマチュア局側の申し

出により，その対策と障害防止の相談を受けておりますので， JARL

の監査指導委員またはJARL事務局に申し出られると良い結果が得

られるものと思います。また， JARLではアマチュア局の電波障害

対策の手引として rTVIの対策ノート」を有料(1部50円干70円)

で配布しておりますから， JARL事務局に申し込まれると良いと思

います。

へいずれにしても，電波障害というトラブノレを無くし，楽しい運用

をし、たしましょう。

日本アマチュア無線連盟(JARL) 電話番号 (03)947-8221代

東京都豊島区巣鴨 1-14-2 干170

日本における VHFテレビ放送のチャンネル

チャンネル 周波数範囲 映像周波数 音声周波監

1ch 90-96MHz 91.25MHz 95.75MHz 

2ch 96-102 " 97.25 n 101. 75 n 

3ch 102-108 " 103.25 " 107.75 " 

4ch 170-176 " 171.25 " 175.75 " 

5ch 176-182 " 177.25 " 181. 75 n 

6ch 182-188 " 183.25 " 187.75 n 

7ch 188-194 " 189.25 " 193.75. " 

8ch 192-198 n 193.25 n 197.75 " 

9ch 198-204 n 199.25 " 203.75 " 

10ch 204-210 n 205.25 n 209.75 n 

l1ch 210-216 " 211.25 n 215.75 " 

12ch 216-222 " 217.25 n 1. 75 " 

チャンネ Jレ

13ch 

14ch 

15ch 

16ch 

17ch 

18ch 

19ch 

20ch 

21ch 

22ch 

23ch 

24ch 

25ch 

、26ch

27ch 

28ch 

29ch 

30ch 

31ch 

32ch 

33ch 

34ch 

35ch 

36ch 

37ch 

6 • トラフ、ルシューテイング
症 状 原 因

FMのみノイズが出ない。 スケルチ回路が動作している。

アンテナをつないでも信号が受信できない ① 144MHz帯用と 430MHz帯のアンテナコネク

ター接続が間違っている。

②スケルチが動作している。

③マイクのPTTが送信側になっていてセット
‘' 

が送信状態になっている。

受信がない場合でも Sメーターが振れてあ RF GAINツマミによって高周波の利得を下

る位置とまっている。 '7てある。

SSBを受信した場合，音にならない。 サイドバンドが違っている。

RITツマミを回しでも周波数が動かない。 RITスイッチカずOFFとなっている。
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周波数範閲 チャンネル 周波数範囲

470-476MHz 38ch 620-626MHz 

476-482 " 39ch 626-632 " 

482-488 " 40ch 印 -638" I 
488-494 " 41 ch 638-644 " 

494-500・ w 42ch 644-650 " 

500-506 " 43ch 650-656 " 

506-512 " 44ch 656-662 " 

512-518 " 45ch 662-668 " 

518-524 " 46ch 668-674 " 

524-530 " 47 ch 674-680 " 

530-536 " 48ch 680-686 " 

536-542 " 49ch 686-692 " 

542-548 " 50ch 692-698 " 

548-554 " 51ch 698-704 " 

554-560 " 52ch 704-710 " 

560-566 " 53ch 710-716 " 

566-572 " 54ch 716-722 " 

572-578 " 55ch 722-728 " 

578-584 " 56ch 728-734 " 

584-590 " 57 ch 734-740 " 

590-596 " 58ch 740-746 " 

596-602 " 59ch 746-752 " 

602-608 n 60ch 752-758 " 

608-614 n 61 ch 758-764 " 

614-620 n 62ch 764-770 " 

処 置

スケルチツマミを反時計方向に回す。

①アンテナを確認し正しいコネクターへ接続

する。

②スケルチツマミを反時計方向に回す。

③すみやかにPTTスイッチを受信側にする。

RFツマミを時計方向いっぱいに回す。

MODEスイッチをUSBまたは LSBに変えて

みる。

RITスイッチを ONにする。



症 状 原 因 処 置

SSBの受信音が極端なハイカットまたはロ 通常は中央(クリックのある位置)にしてお
IF SHIFTの調整不良。

ーカットになっている。 〈。

送信出力がでない。(SSB) ①マイクジャックの差込み不完全。 ①差込みを完全にする。 7 イク接続を説明書

またはマイクプラグの接続不良。 どうりに直す。

②SSB MICツマミがしぼってある。 ②SSB MICツマミを時計方向に回す。

送信出力がでない。(CW) ①KEYジャソクの差込み不完全。 ①差込みを完全にする。 KEY接点の接触をよ

または KEYの接点不良。 くする。

②CAR. Lツマミがしぼってある。 ②CAR. Lツマミを時計方向に回す。

CWの場合サイドトーンが出ない。 S-TONEツマミカずしは?つである。 S-TONEツ7 ミを時計方向に回す。

FMの場合変調がかからない，または変調が
FM-MICツマミがしぼってある。 FM-MICツマミを時計方向に回す。

ヵ、ヵ、るカ勺受L、。

" 

VOXが働かない。 ①VOXスイッチがOFFになっている。 ①VOXスイッチを ONにする。

②VOX GAINツマミがしぽつである。 ②VOX GAINツ 7 ミを時計方向に回して調

整する。

F.STEP ONでダイヤルを早〈回した場合
PLL回路のアンロソク回路が動作するためで，故障ではありません。

音がとぎれる。

MSをONしたとき 1番始めにスキャンする 1番始めのCHに信号があればビージーストップします。 (FM，FM-CHモード)もう一度MS

CHが見えにくいニとがある。 をONしなおすかlJiI頁するまで待つ。

スキャン中は F.LOCKカずONで‘も BAND

SWCま1度だけ働き押し続けても連続的に
F.LOCK中でもスキャンは動作するので，スキャン中にはBANDのUP/DOWNは使えるよ

うになっている。
は動かない。

BANDの連続UP/DOWN中にダイアルを回
ダイアJレ優先の動作に設計されている。

すと連続UP/DOWNのスピードは遅くなる。

SCAN中にBANDをUP/DOWNしたときの
FM-CHモード以外では少し長めに音が出る。

ブザー音が長い。

レピーター運用のTX中に，メモリーの書き

込みを行っても，シフトしない RX周波数 レピーターは RXの周波数が基準となるので，シフトしない周波数をメモリーする。

がメモリーされる。(レピーター動作時)

レピーター運用時VFOAが， 433.00MHz 

VFO Bカず145.00MHzで・ファンクションA-

4・
R TX OFF SETeまたは@でREVSW  A-R， B-Rでのレピーター動作は複雑となるのでA，B位置で使用した方がよい。

をONすると表示がチラック(VFOA， Bが

交互に表示される。)

パックアップしていないときで，電源を

OFFしすぐにONすると， VFOやメモリー
約 10秒以上たった後ONすること。

CHのリセットが正常に行なわれず表示が不

良になることがある。
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7 • 周辺機器
TS-780をより有効，快適に運用していただくために，つぎの周

辺機器が用意されています。

・通信機用外部スピーカ- 5P-71 

通信機用として理想的弘ハイカ γ トコーンを採用し，明瞭度の

高い最良の音質を実現しました。

・通信機用ヘッドホン H5-4 

通信機専用として長時間の述続使用にも疲れぬように，パソト・

ホノレダーの形状，材質，霊長について，機能的に設計された，高了

角平J支ヘッドホンです。インピーダンスは 80です。

・通信機用高級ヘッドホン H5-5 

本格的通信機用高級ヘッドホンとして，理想的な音質設計，形状

設計がなされております。

長時間の使用に際して，耳や側頭部への圧迫感が少なし聴感上

もより自然な，オープンエアタイプを採用しています。また使用条

件により，付属の圧着型イヤーパッドに，ワンタッチで交換できます。

SP-71 HS-4 

HCイO

MC-42S 

26 

-通信機用軽量ヘッドホン H5-6 

通信機用軽量乍ッドホンとして設計され，理想的な音質，形状と

なっています。

圃ハムクロック HC-l0 

デュアル表示のディジタル・ワールド・ク口、ソクです。

日本時間，年月日の他， GMTはじめ世界の 7大都市と任意の 2都

市の時聞がメモリーでき，ワンタッチで表示させることができます0

・UP-DOWNスイッチイ寸ハンドマイクロホン MC-425 

通常のマイクロホンとしての使用のほか， UP-DOWNスイッチが

付いていますのでセットの周波数を手元で変化させることができま

す 0

・固定局用高級マイクロホン MC・60/58

通信機用のマイクロホンとして設計されたもので，送信，受信の

切替操作もピアノタッチの軽い操作でスムースに行えます。

• T5-780レピータ一周トーンユニット TU・78

TU-780をレピータ一対応させるためのユニソトです。

HS-6 

MC-60/S8 TU-78 



8 • 申請書の書き方
本機により，アマチユア無線局を申請する場合は，市販の申請書に下記事項をまちがいなく記載の上，申請してください。

また，本機は. JARL登録機種ですから，保証願に登録番号丁目を記載することにより，送信機系統図を省略することができ

ます。

無線局事項害 保証願

21 希望する周波数の範同.空中線電力.屯i皮肉~~!式

周櫨帥|空博Fカ| 電波町型式 221事設計 第 1 且信機 第2迅信檀 無 線 設 備 等

凶 M : .110 •. 1 Al • A幻。 F3 • 発射可能な
144MHz帯 AI ，A3J，F3 

周波紋 守fゆ輯電力 竜雄円型式

¥ 萱詰後種町畳持番号若L<は名材、又は430 M: .1 10 . 1 Al • A3J • F3 電i皮町閉式
周i度叡の範

430MHz帯 Al .A3J.F3 同

変調の A" 平衡変調

方 式 F，・ 1)77タンス変調

i医師 413404MMHHzz帯帯 MM 5577771163XX 1 1 x 

入力 1H4 4O MM HHzz管管 11 33 55 VV 22 05W W v 、v
進 f-.t市，中

当夜舗の型式
その他工事設計 電波法第3章に規足する粂ftに合致している.

-電話級アマチユア無線技士資格の方は，必ず'Alを削除してください 0

・※使用する送信空中線の型式を記入してください。

TS-780送信機系統図

144-146f...1Hz 

144MH， 10 w Al .A3J. F3 尭射可能な電i皮肉型式，周波数の範囲

430 MH， 10 w Al..A3J. F3 第1通信機 T55 

MH， w 信第2通信機

MH， w 第3通信憧

MH， w 後第4送信機

MH， w 第5送信後

MH， w 第6通信相良

144 

430 

27 
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内部部品配置図

TXユニット(X56-1420-00)

下側
144MHzファイナル
ユニット ASSY
(X60一1180-00)

下側
CARユニット
(X50一1780-00) 

コントロールユニット

(X53-1240-00) 

430MHz 
ファイナルユニット ASSY
(X60-1180-00) 

RFユニッ卜
(X44-1470-00) 
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$醐 80 本各

〔ー鍛f土様〕

使用半導体数 FET 35 

トラ〉ンスタ 151 

1 C 41 

グイ寸ード 197 

送受信 J濁波数 144-146MHz 

430~440MHz 

議液型裂式 SSB(A3J，FM(F:ll， CW(Al) 

受中線インピーダンス (144.430MHz三日ミ 50~2 

霊震 源 電 Ef ACI00V 50/60Hz 

DC13.8V ::t 15% 

メモリ…パ、ソタアッブHmC4.5V

〈単3マンガン '?ti:色3ヱド，寿命約約三)

寸 法悩290(306)X向き 124(143)
:1人j:土'交占~~却をケも主主大、j j去

×奥行320(322)

重量 援約10.1kg

〔送信昔日〕

送信 出 ブJ SSB，CW，FM 10¥可(HI時)

約 1W(FM LOWIl寺)

搬送波 }iP 庄上ヒ 40dB以上

領1) 穂波抑圧比 40dBt:.lJ

不要事議射強度 -60dBUド

FM最大 j認波数儀移 士 5kHz 

変 言尽 方 式 SSB 平衡変調

FM riJ変 1)アクタンス [[1:篠宮長潟

マイク CI ホン

入力インピーダンス 500~600D

送信周波数特性 (SSB) 料。 ~2600Hz( 事 dB)

消 費 電 力 i浅い時放火 130W(ACIOOV)き

〔受信部〕

A (DC13.8V) 

受{，;折、f，jサU;'j 45W (ACIOOV)， 

(DC13.8V) 

屯i号、OFFハックアッ 7'f1辛i電池)

受 信 方 式 SSB，CW ダブノレコンパージョン方式

FM トリプルコシノぐージョン方式

中間 j蕩波数箔 1IF 30.865MHz 

受 f雲 長祭

選 争尺

e，fi 2 1 F 10俗的5MHz

t+i 3IF 455MHz(FMのみ)

度 FM l，uV人力11与のSI災 30dBL:.lJ 

S1災AD 12d1ヨ;ぷ 0.211V Lj，-y 

SSB， CW  0.2/1γ入力Ii与のS!N1♀d13以上

波 SSB，CW 2.2kHz 以上(-6dB) 

FM 

4.8kHz以下(-60d13) 

14kHz以上(-6d13) 

30kHz):)，ト(--60d13) 

スケルチ f態度 0.16!!V以下({[Iし版界点iこで)

低周波出力(10%歪芸名) 2. OW /8，2以上
(DC13.8¥人 1kHzにさ〉

1~周波負荷インピーダンス 4-8D 

1II:lt格{ま，技術開発{こともない，予告なく変更するニどがあ ηます。

iくENWOOD
醒株式合社ケンウッド

京都渋哲盟主そ谷 2のりのちシ

お寅い上げ後のサービスのこ、相談は，通信機サービス窓口 また誌購入痛をご利尽ください。

その他商品に関するお間会わせは，お客機相談室をこ‘利用ください。 電話 (03)(486) 5515 

⑥65708 PRINTED IN JAPAN B 50-3918… IO( 
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